
自然の中で 

　この時期，風の音。木々の
ざわめき。鳥のさえずり。生き
とし生けるもののあふれんばか
りの生命力です。勢いよく生い
茂った新緑に包まれていると，
身体まで緑に染まって，新たな
力が体内に満ちてくるようで
す。 
　いつも何かに追い立てられ，
急かされてあわただしく時を過
ごしているうちに，人はともす
るとゆとりを失い，気持ちをい
らつかす。自分のことは棚に上
げ，他の人に当たり散らすこと
もあるでしょう。あるいは自分
の殻に閉じこもって悶々と過ご
すこともあるかもしれません。 
　そんなお互いの日常のなか
で，時には自然の声に耳を傾
け，身をゆだねてみたい。時間
が静かに流れ始め，自分を振り
返る余裕や，物事を感動をもっ
て受け止めるみずみずしい心が
よみがえってくるはずです。そ
れまでのとらわれにふと気がつ
き，事に処する道が見えてくる
こともあるでしょう。 
　自然のなかでみずからを見つ
める静思のひと時をもつ。この
ことも，日々をはつらつと，力
強く生きていく術に違いないと
考えます。 
　やはり人間は自然の一部なん
ですかね 
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子どもは遊びの王様 
　今月は「子どもの遊びと非認知能力への影響，デュア
ルタスク，幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の
姿」について書いてみたいと思います。
「子どもにとって遊び」はなくてはならないものです。
一口に「遊び」といってもいろいろです。
　子どもたちの発想は豊かで，毎回驚かされます。
はじめに，遊びと非認知能力の関係について書いてみま
す。
　非認知能力とは「簡単に言えば，道徳的な力のこと
です。」学校でいう学力の裏側にあるものと言ってもい
いかもしれません。この非認知能力の基礎が，幼稚園
での遊びに大きく関わっています。「私の人生に必要な
ことはすべて幼稚園の砂場で学んだ」という言葉がある
ように，砂場遊びの中で・ズルをしないこと，分け合
うこと，使った物は必ずもとのところに戻すこと，ちら
かしたら自分で片付けをすること，人を傷つけらごめ
んなさいと言うこと，貸してもらったらありがとうと言
うこと，食事（給食）の前には手を洗うこと，トイレ
に行ったらちゃんと水を流すこと，おもてに出るときは
車に気を付け，手を繋いで離ればなれにならないように
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することなど，人間として知っておかなければならないことの基本的（道徳的事の基礎）
な事を幼稚園の遊びの中で学んで行くのです。基礎が育まれるといってもいいでしょう。
　親としての学びはいろいろとあると思いますが，砂場で学べることは，大人になっても
大切にするべきこと。つまり，親も子どもと一緒に学び直しができるよい場所でもあるの
です。
　ただ親子の場合，親子関係というなかで，友だち関係とは違った妥協がみられる点は注
意が必要でしょう。（まぁ，いいか・・・安易に許すこと。子ども同士ならトラブルにな
ることも収めてしまう。）
「デュアルタスク」とは，二重課題のことです。子どもの遊びの中で，一番ポピュラーな
遊びといってもいいかもしれませんね。ルールも様々です。共通することは，社会性や創
造性を育てる運動遊びであることです。状況を認知しながら追いかけたり逃げたりしなけ
ればならず，デュアルタスク能力（一度に二つのことを判断する力）を向上させる最もよ
い運動遊びだといわれています。さらに鬼ごっこで走り回っていると，ノーブレーキで衝
突するようなケースも頻発し，怖くて鬼ごっこはさせられない。という人もいるようです
が・・・。
　逆に子どもの運動遊びの中で，見ながら動く経験の絶対量が少なくなってきているとい
うことです。「３つの間」が減少していることです。空間・時間・仲間の確保策として，
縦割りで遊んだり幼稚園や幼小交流活動をしたりすることが今後は重要になってくると考
えます。
　幼稚園教育要領の中に示してある「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」これ
は目標ではないですが，子どもたちの生活の中で見られる具体的な姿をしめしたもので
す。「知識・技能の基礎」「思考力・判断力・表現力等の基礎」「学びに向かう力，人間
性等」で「健康な心と体」「自立心」「協同性」「言葉による伝え合い」「思考力の芽生
え」「自然との関わり・生命尊重」「道徳性・規範意識の芽生え」「豊かな感性と表現」
「社会生活との関わり」「数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚」などです。
　子どもたちは，幼稚園生活の遊びの中で様々な体験をとおして五感を通して吸収してい
くのです。子どもの遊びは，親が子どもに代わってやることができないのです。

　次回は，家庭教育について感じることを書いてみたいと思います。

松林の中を散策しながら，
何を探しているのかな？

～椋鳩十文学記念館にて～

何を覗き込んでいるのかと思ったら，
(>_<)　ツマグロヒョウモンのサナギ！

～園舎の手洗い場の下～

タンポポはどこ
へ飛んでいくの
でしょう⁈
～高岡公園にて～
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